
【基本目標１】　家庭、地域、学校等における取組の推進

■施策１　家庭における取組の推進

【目指す成果】 R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９

目標 63.1
実績
目標 12.2
実績

R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９
1 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

●学校教育課●学校教育課

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 36 36 36 36 36 36 36
実績 36 36

2 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

調整 開始 実施 実施 評価 継続
目標 － 1 1 1 1 1
実績 －
目標 100 100 500 500 500 500
実績 100

3 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ○子育て支援課
○学校教育課○保健センター

見直し 調整 継続 継続 継続 継続 継続
目標 33 36 36 36 36 36 36
実績 12 36
目標 1,420 1,550 1,550 1,550 1,550 1,550 1,550
実績 457 1,345

4 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 2 2 2 2 2 2 2
実績 1 2
目標 100 100 100 100 100 100 100
実績 19 56

5 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

検討 開始 実施 実施 評価 継続
目標 － 4 4 4 4 4
実績 2

備　　考
「うち読」ノートの改良か
ら、活用方法や必要性
を説くために、読書通
帳と融合する方法を検
討していきます。

指
標

活動 「うち読」講習会の実施（回）

活動

「うち読」ノートの活用
方法についての講習
会や「うち読」の必要
性を伝えるための講
演会等の実施

「うち読」ノートの配布冊数

集中取組期間

備　　考
利用者参加型の展示とな
るように、来館者の作成し
た折り紙作品を掲示する
とともに、図書館職員・ス
タッフの「すこやかおすす
め本」を掲示していきま
す。指

標
活動 展示の見直し（回）

備　　考
新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、規
模を縮小していました
が、令和４年からコロナ
前と同程度まで戻って
きました。指

標

活動 実施回数（回）

活動
「ブックスタートパック」配布人数
（人）

アンケート実施による次
回効果測定は、令和7年
度を予定。「読み聞かせ
の頻度」の目標値は令和
2年度の実績から5％の増
で63.1％、「子と共に読書
する頻度」の目標値は、
前回（平成27年度）の実
績値12.2％とする。

参加者数は、コロナ前
よりも制限をしていま
す。

指
標

活動
実施回数（セット）
※１セットあたり３回構成の講座

活動
講座への参加者数（組）
※乳幼児とその保護者の組参加

乳幼児の保護者向
け講座「絵本で子育
て楽しんでみません
か」の開催（継続）

ブックスタートの次のステップとして、４か
月から１２か月までの乳幼児とその保護
者を対象とした、絵本を使って子どもと
のコミュニケーションを図るための講座を
開催し、家庭での読書活動のきっかけ
づくりに役立ててもらう。

備　　考

取組名 内容 関係する課等

学校の読書週間で
の「うち読」の周知

毎年５月の学校図書主任会に中央図書
館司書が出席し、マイブックプロジェクト
や団体貸出しの説明と同時にうち読の
推進依頼も行い、学校の読書週間で
きっかけ作りをし、中央図書館のカード
を活用するなどの連携を図ることで「うち
読」実施家庭を増やす。

備　　考
５月の図書主任会にて
全小中学校に推進依
頼を行っています。

集中取組期間

共
通
指
標

効果
読み聞かせの頻度【図表27】
園児の「週に1回以上」（％)

効果
子と共に読書する頻度【図表27】
生徒児童の「週に1回以上」（％)

「すこやか」コーナー
の充実

市長マニフェスト「子育て豊川応援団」と
関連づけて既存の「すこやか」コーナー
の展示方法を工夫する等の充実を図
る。

「うち読」の効果的なやり方に関する講
習会の開催や、全国組織「家読推進プ
ロジェクト」等から講師を派遣してもらい
講演会を開催し、「うち読」実施家庭を増
やす。

指
標
活動 「うち読」周知の実施校数（校）

４か月児健康診査の
待ち時間を利用した
「ブックスタート」事業
の実施（継続）

健康診査の順番待ちの時間を利用し
て、ボランティアによる絵本の読み聞か
せや家庭での読み聞かせへのアドバイ
スを行うとともに、「ブックスタートパック」
（２冊の絵本から１冊を選択）を配布し、
読書活動のきっかけづくりに役立てても
らう。

重点取組３



（基本目標１）

■施策２　地域（図書館を含む）における取組の推進

【目指す成果】 R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９

目標 18,064
実績 16,804 15,708
目標 66.5
実績

R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９
6 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ○保健センター

●中央図書館

見直し 調整 継続 継続 継続 継続 継続
目標 50 50 50 50 50 50 50
実績 実施せず 実施せず

7 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ○子育て支援課
○学校教育課○保健センター

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 36 36 36 36 36 36 36
実績 14 36
目標 1,450 1,450 1,450 1,450 1,450 1,450 1,450
実績 584 730

8 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ○子育て支援課
備
考

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 56 56 56 56 56 56 56
実績 25 44
目標 650 650 650 650 650 650 650
実績 360 448

9 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 8,200 8,200 8,200 8,200 8,200 8,200 8,200
実績 8,883 9,136

10 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

調整 調整 検討 開始 実施 実施 評価
目標 － － － 1 1 1
実績 － －

11 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 50 50 50 50 50 50 50
実績 112 179
目標 500 500 500 500 500 500 500
実績 475 254

12 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 5 5 5 5 5 5 5
実績 10 5
目標 20 20 20 20 20 20 20
実績 17 39

共
通
指
標

効果

関係する課等

絵本にふれるきっか
けとして、乳幼児健
康診査の待合室など
に絵本を設置

１歳６か月児と３歳児を対象に行われる
乳幼児健康診査の待合室などに、中央
図書館からの団体貸出扱いなどを利用
して絵本コーナーを設置し、子どもと保
護者が絵本にふれる機会を提供する。

備　　考
新型コロナウイルス感
染拡大防止のため絵
本の設置を控えている
ため、保健センターと
協議・調査していきま
す。

指
標
活動 設置した絵本の数（冊）

ティーンズ図書の年間貸出冊数
（冊）

効果
読書好きな子どもの割合【図表１】
児童生徒の「好き」以上「（％)

アンケート実施による次
回効果測定は、令和７年
度を予定。「ティーンズ図
書の年間貸出冊数」は増
加傾向にあるため、目標
値を見直し18,064冊とす
る。「読書好きな子どもの
割合」の目標値は令和2
年度の実績から5％の増
で66.5％とする。

取組名 内容

備　　考
新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、可
能な範囲で実施してい
ます。

指
標

活動
生涯学習センターでの読み聞か
せ教室開催回数（回）

活動
生涯学習センターでの読み聞か
せ教室参加人数（人）

２歳児歯科健康診査
時の待ち時間に、ボ
ランティアによる「絵
本の読み聞かせ」な
どを実施

２歳児歯科健康診査の会場で、受診ま
での待ち時間を利用して、ボランティア
（子育てネットワーカー）により、「絵本の
読み聞かせ」や「手遊び」などを行い、読
書活動の普及・啓発を図る。

備　　考
新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、可
能な範囲で実施してい
ます。

指
標

活動 実施回数（回）

活動 参加人数（人）

生涯学習センターや
児童館で「読み聞か
せ教室」を開催

子どもたちが身近に本を楽しめるよう、
地域の読み聞かせボランティアが、乳幼
児から小学生までとその保護者を対象
に、生涯学習センターや児童館などで、
「絵本の読み聞かせ」や「紙芝居」、「エ
プロンシアター」などを行う「読み聞かせ
教室」を開催する。

備　　考
「マンガ・ラノベコー
ナー」に新シリーズや、
所蔵本の続巻を入れる
など蔵書の充実を図る
とともに、新着本やお薦
め本のＰＲなどの工夫も
しています。

指
標
活動 ティーンズ図書の排架冊数（冊）

一般（高校生含む）向け参考資
料・地域資料の受入冊数（冊）

ティーンズ向け図書
の人気作家を招いた
講演会等の開催

ティーンズコーナーのＰＲと、中学生、高
校生への読書啓発のために、まんがや
ライトノベルを含む良質なティーンズ向
け図書の人気作家を招いた講演会を開
催し、中学生や高校生の来館者を増や
す。

備　　考
調整・検討に時間を要
するため、開始時期を
令和６年度に変更しま
した。

指
標
活動 実施回数（回）

集中取組期間

備　　考
コロナ禍で、発行の減少
や入荷に制限がありまし
たが、引き続き、小学校で
総合学習や調べ学習に
使用する資料を見直し、
購入したほか、児童用の
郷土資料も積極的に収集
します。

指
標

活動
児童向け参考資料・地域資料の
受入冊数（冊）

活動

小学生から高校生ま
での総合学習や調
べ学習に必要な資
料の収集と提供

近年、高校生だけでなく、小学生や中学
生が学習を目的として図書館の閲覧室
を利用するケースが増えつつあることを
踏まえ、学校と連携して、総合学習や調
べ学習に必要な資料を備え、積極的に
図書館を利用してもらう。

ティーンズコーナー
の充実

中学生、高校生の声を反映し、まんがや
ライトノベルなどを含むティーンズ向け図
書の冊数や種類を増やすとともに、レイ
アウトやＰＯＰなどの工夫を凝らし、
ティーンズ図書の貸出冊数を増加させ
る。

児童向け点字図書
や音声図書の充実

障害のある子どもたちに利用しやすい
点字図書や音声図書、マルチメディア
図書などを積極的に収集するとともに、
それらの図書を利用しやすくするために
必要な合理的配慮を行う。

指
標

活動
児童向け点字図書数（冊）
※LLブックを含む。

活動
児童向け音声図書数（冊）
※電子書籍を含む。

備　　考
児童向けの点字図書
やLLﾌﾞｯｸ、音声図書の
積極的な購入に努めま
した。
電子書籍の音声図書
は、販売状況や蔵書構
成などによるため、その
状況に応じて、目標を
随時、調整しています。

重点取組４

重点取組１



1
2 R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９

関
係

13 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 140 140 140 140 140 140 140
実績 154 31
目標 8,100 8,200 8,200 8,200 8,200 8,200 8,200
実績 8,633 8,703

　14 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

評価 検討 実施 継続 継続 継続 継続
目標 1 1 1 1 1 1 1
実績 0 1

15 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

見直し 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 1 1 1 1 1 1 1
実績 0 1
目標 30 30 30 30 30 30 30
実績 0 24

16 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

見直し 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 2 2 2 2 2 2 2
実績 1 2
目標 55 55 55 55 55 55 55
実績 19 41

17 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 1 1 1 1 1 1 1
実績 0 2
目標 2 2 2 2 2 2 2
実績 1 2

18 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

開始 実施 実施 評価
目標 1 1 1
実績 2 2

19 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
備
考

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 185 200 200 200 200 200 200
実績 126 176
目標 4,770 5,200 5,200 5,200 5,200 5,200 5,200
実績 1,767 3,001

20 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

調整 開始 実施 実施 評価 継続
目標 1 2 2 2 2 2
実績 1

21 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

検討 調整 開始 実施 実施 評価
目標 － － 1 2 2 2
実績 －

集中取組期間

備　　考
児童向けの外国語図
書の収集にも心掛けま
す。

指
標

活動 外国語図書の受入冊数（冊）

活動 外国語図書の排架冊数（冊）

取組名 内容

外国語図書の収集と
排架

市内在住の外国語を日常語とする児童
生徒や帰国児童・生徒のため、外国語
の絵本や児童書の充実を図る。

備　　考
令和４年度はコラボイ
ベントで豊川市出身の
絵本作家・かべやふよ
うさんのミニトークショー
「絵本製作の裏話」を
実施しました。指

標
活動 実施回数（回）

子どもが自ら絵本を手作りすることで、よ
り絵本への関心や愛着を深めてもらうこ
とを目的として、「手作り絵本講座」を開
催する。

備　　考
新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、定
員を減らしながら実施し
ています。

指
標

活動 実施回数（回）

活動 参加人数（人）

読み聞かせボラン
ティア等養成講座の
開催

読み聞かせボランティアの養成講座を
開くとともに、その読み聞かせ技術を向
上していただくためのスキルアップ講習
会を開催し、読み聞かせボランティアの
人材の充実を図る。

備　　考
読み聞かせボランティ
ア養成講座とスキル
アップ講座を、隔年で
実施しています。

指
標

活動 実施回数（回）

活動 参加人数（人）

備　　考
司書２名が、「ワクワク
ブックトーク＆読み聞か
せ」を２回実施しまし
た。

先進自治体図書館
の視察や子ども読書
に関する研修への参
加による児童図書担
当職員の育成

過去に子ども読書活動について文部科
学大臣の表彰を受けた図書館や特色あ
る子ども読書活動を行う先進自治体図
書館を視察したり、愛知県図書館などが
主催する子ども読書に関する研修会へ
積極的に参加し、児童書担当職員のス
キルアップを図る。

備　　考
新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、県
外の先進自治体図書
館の視察は行けていま
せんが、愛知県図書館
が主催する研修に参加
したり、県内の図書館
へ視察に行きました。

指
標

活動 先進自治体図書館の視察（回）

活動

「ブックトーク」の実施 子どもたちに本や読書の楽しさを知って
もらうために、あるテーマにそって何冊か
のさまざまなジャンルの本を順序だてて
紹介する「ブックトーク」を開催する。（希
望を募り、子どもたち自身による「ブック
トーク」を開催することも検討する。）

指
標
活動 実施回数（回）

集中取組期間

新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、定
員を制限しながら実施
しています。

指
標

活動 合計実施回数（回）

活動 合計参加人数（人）

図書館ボランティア
による「おはなし会」
の実施

指
標
活動 作成数（個）

絵本で子育てを楽しんでもらえるよう、図
書館ボランティアによる定例の「絵本の
読み聞かせ」や「紙芝居」、「エプロンシ
アター」などの各種講座のほか、読書週
間や図書館まつりなど様々な機会に「お
はなし会」を開催する。

子ども読書に関する研修会参加
回数（回）

子ども向け手作り絵
本講座の開催

外国語の絵本の読
み聞かせ

国際類型のある御津あおば高校等との
連携により、英語だけでなく、多言語の
絵本の読み聞かせを実施する。

指
標
活動 実施回数（回）

子どもの読書活動に
関する講演会の実施

子どもの読書に関する保護者や図書館
職員、学校関係者の理解を深め、子ども
の読書活動の推進を図るとともに、子ど
もに対しては本を読む楽しさや意義を伝
え、豊かな心を育んでもらう。

備　　考
中央図書館おはなし会
ボランティア「Rainbow
Readinng」が英語の絵
本の読み聞かせを実施
していますが、英語以
外の多言語の読み聞
かせを目標としていま
す。

備　　考
視察に行った際に他館
のパスファインダーを持
ち帰り、情報収取を
行っています。

備　　考

パスファインダーの
作成

「資料の探し方」を解説した案内（パス
ファインダー）の本市図書館オリジナル・
バージョンを作成し、子どもたちの調べ
る学習を推進する。

集中取組期間



1
2 R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９

関
係

22 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

検討 調整 開始 実施 実施 評価
目標 － － 1 1 1
実績 －

23 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

開始 実施 実施 評価
目標 1 1 1
実績 1
目標 1 1 1
実績 1

24 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

検討 開始 実施 実施 評価 継続
目標 － 100 100 100 100 100
実績 －

集中取組期間

集中取組期間

集中取組期間

指
標

活動 展示実施回数（回）

活動 講座実施回数（回）

読書記録帳の導入

備　　考
令和4年度に図書係長
と児童書担当が一宮市
と田原市の子ども司書
養成講座を視察しまし
た。

備　　考
企画展示「科学道」、
「目からウロコ！の算数
講座」を開催していま
す。

「科学講座」の開催 小・中学生の「読書ばなれ」「科学ばな
れ」が問題となっているため、理化学研
究所の協力のもとに作成された『科学
道』を用いた企画展示や関連イベントと
して理科（数学）講座を実施する。

講座実施回数（回）

子ども司書の養成 子ども司書養成講座を開催し、受講者
には「認定証」を配付。子どもの「読書
リーダー」としての「子ども司書」の役割
に期待する。

指
標
活動

取組名 内容

借りた資料を自分で記録できるノートを
導入し、読書意欲を増加させる。 備　　考

うち読ノートとの一体化
が可能かどうか検討
中。

指
標
活動 読書記録帳の配布冊数（冊）



（基本目標１）

■施策３　学校等（幼稚園・保育所を含む）における取組の推進

【目指す成果】 R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９

目標 5.2
実績
目標 13.9
実績
目標 42.3
実績
目標 19.1
実績
目標 43.0
実績

R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９
関
係

25 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課●学校教育課

継続 見直し 継続 継続 継続 継続 継続
目標 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0
実績 95.1 92.7

26 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課●学校教育課

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 36 36 36 36 36 36 36
実績 36 34

27 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
○保育課

見直し 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 2 2 2 2 2 2 2
実績 1 0
目標 36 36 36 36 36 36 36
実績 59 0

28 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 1 1 1 1 1 1 1
実績 3 1

」29 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課

拡充 実施 実施 評価 継続 継続 継続
目標 10 10 10 10 10 10 10
実績 4 6
目標 200 200 200 200 200 200 200
実績 289 262

30 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

開始 実施 実施 評価 継続 継続
目標 1 1 1 1 1 1
実績 1

31 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

検討 調整 開始 実施 実施 評価
目標 － － 1 2 2
実績 －

集中取組期間

集中取組期間

※「不読率」とは、アン
ケートで「ほとんど本を読
まない」と回答した児童・
生徒又は保護者から見た
あまり本を読んでいない
園児の割合。
アンケート実施による次
回効果測定は、令和7年
度を予定。「不読率の減
少」の目標値は令和2年
度の実績から小学4～6年
で5％の減、中・高生で
3％の減、保護者から見
た園児で5％の減、保護
者から見た小学4～6年で
5％の減とする。

効果
不読率の減少【図表２】
中学生（％)

取組名 内容

備　　考

備　　考
新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、従
来の方法からセット貸
出に変更。R４年度は６
園から３４回の貸出があ
りました。指

標

効果
不読率の減少【図表２】
小学４～６年（％)

7月にティーンズだより
を発行し市内１０中学
校に配布しました。

中央図書館以外に分
館でも実施していま
す。

指
標

活動 実施校数（校）

活動 参加人数（人）

集中取組期間

学校図書館の利用
を高めるための協議
の場の設置

子ども読書に関するアンケートを実施し
た結果、子どもたちの声として「学校図
書館の利用時間が十分でない」との意
見が目立ったため、その声に対応する
ための協議の場を設け、延長の可否を
検討する。

備　　考
毎年、校長会代表や・
学校教育課指導主事
を委員とする図書館協
議会を開催していま
す。

活動 生徒参加率（％）

備　　考
基礎学力向上のため
に、朝の時間をドリル学
習に利用する学校もあ
るため、どのように朝読
を推進するかの継続的
な検討が必要です。

指
標

令和２年度実施のアンケートにおいて、
小・中・高校生のいずれも50％以上が
「（ティーンズコーナー自体を）知らない」
と答えているため、夏休み前等に
「ティーンズだより」を配布し、コーナーの
案内等も記載して周知する。

指
標
活動 ティーンズだより発行回数（回）

小・中・高の各学校
の課外授業やカリ
キュラムの一つとし
て、市の図書館の見
学会を実施

小学生から高校生までを対象に、図書
や読書への関心を高めてもらうことを目
的とした、図書館見学会を実施する。
（中央図書館や各分館の徒歩圏内の学
校の一部で既に実施中）

朝読の推進 朝、授業が始まる前の時間を利用して、
子どもたちが読みたい本を読める場を設
けることで、子どもたちに読書をする習
慣を身に着けてもらうことを目的として、
朝読（朝の読書活動推進運動）を実施
する。

保育園へ、子ども用
の図書や紙芝居等
を貸し出す「おやこ
文庫」の実施

図書や紙芝居などが常に子どもの身近
にある環境をつくるため、保育園等へ
「おやこ文庫」を貸し出し、子どもたちの
読書への関心を高める。

活動 保育園等へのＰＲ回数（回）

活動 対象保育園数（園）

活動 朝読実施校数（校）

調べる学習コンクー
ルの開催支援

図書館を使った調べる学習を支援する
ため、本市図書館での調べる学習コン
クールの調整を図る。

指
標
活動 コンクール応募回数（回）

備　　考
調べる学習コンクール
について、情報収集を
はじめています。

効果
不読率の減少【図表２】
高校生（％)

効果
不読率の減少【図表25】
保護者から見た園児（％)

効果
不読率の減少【図表25】
保護者から見た小学４～６年（％)

共
通
指
標

指
標
活動 協議会の開催回数（回）

マイブックプロジェク
トの実施

中学２年生に、中央図書館が提供する
一定金額分の図書購入券を配布し、子
ども自らが書店で本を選び、購入し、読
み終えたら読んだ本の紹介メッセージを
付けて学級文庫に入れ、級友や他のク
ラスの生徒とも読み合うことで、子どもが
積極的に本と触れ合えるようにする。

備　　考
例年のマイブックプロ
ジェクトを継続しなが
ら、各学校の実践例を
図書館で紹介し、学校
との連携をより充実させ
ました。

指
標

備　　考
「ティーンズだより（仮
題）」の作成・配布

重点取組２



【基本目標２】　普及啓発活動の推進
■施策４　「子ども読書の日」を中心とした普及啓発の推進

【目指す成果】 R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９

目標 600,000 600,000 600,000 600,000 600,000 600,000 600,000
実績 585,052 587,301
目標 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000
実績 91,849 83,989

R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９
関
係

32 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 900 1200 1200 1200 1200 1200 1200
実績 1,354 1,288

33 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 2 2 2 2 2 2 2
実績 0 0
目標 15 15 15 15 15 15 15
実績 0 0

■施策５　子どもの読書活動に関する情報の収集・提供

【目指す成果】 R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９

目標 60.4
実績

R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９
関
係

34 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 12 12 12 12 12 12 12
実績 12 12

35 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課

評価 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 1 1 1 1 1 1 1
実績 0 0

アンケート実施による次
回効果測定は、令和７年
度を予定。「ボランティア
講座認知度」の目標値は
令和2年度の実績から
10％の減で60.4％とす
る。

普及啓発を目的とするた
め、貸出冊数ではなく、
来館者数や利用者を効
果指標に設定します。

備　　考
令和４年度はシステム
更新に伴う特別整理休
館のため、例年より時
期をずらし、1/5から実
施しました。

共
通
指
標

効果 市の図書館来館者数（人）

効果 市の図書館児童利用者数（人）

取組名 内容

図書館検定の実施 子どもたちに図書館や読書への興味や
関心を抱いてもらい、図書館への来館
のきっかけとなるよう、図書館でのマナー
や図書に関する知識を設問とした「図書
館検定」を実施する。

指
標
活動 参加者数（人）

「図書館まつり」の開
催

これまで読書週間などを中心として複数
の日に分散して行っていた各種関連イ
ベントを、「図書館まつり」として特定の
日又は期間に集約して、様々なイベント
を同時に楽しむことができるようにし、相
乗効果で読書への関心を高める。

備　　考
令和４年度は新型コロ
ナウイルス感染拡大防
止及び図書館の空調・
外壁工事に伴い、開催
しませんでした。

指
標

活動 開催回数（回）

活動 内包する関連イベント数（種）

指
標
効果

ボランティア講座認知度【図表36】
「知らなかった」の割合（％）

取組名 内容

市図書館のホーム
ページに子ども読書
活動の関連事業や
実施計画の取組状
況などを掲載する専
用ページを設置

「読み聞かせボランティア講座」の開催
情報や、この実施計画に掲載の各種取
組とその進捗情報、おすすめ図書、各
種ボランティアの活動状況など、子ども
読書活動に関連する情報を集約し、保
護者等へ提供する。

備　　考
新型コロナウイルス感
染拡大防止のため実
施しなかったイベントに
ついては、記事を投稿
できなかったが、コー
ナーとしては例年どお
りの掲載数でした。

指
標
活動 掲載コンテンツ数（件）

外国人の保護者へ
の市の図書館のPR

学校へ通っている子どもは日本語を話
せる子がほとんどだが、その保護者は母
国語しか話せないケースが多い。子ども
と図書館へ来館する機会を増やすた
め、子ども連れの外国人利用者を増や
すことを目的として外国語の本の所蔵を
ＰＲする。

○市民協働国際課
備　　考

市民協働国際課や国
際交流協会と連携し
て、PRしていきます。

指
標
活動 外国人保護者へのＰＲ回数（回）



■施策６　優れた取組の奨励、優良な図書の普及

【目指す成果】 R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９

目標 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000
実績 91,849 83,989
目標 400,000 480,000 480,000 480,000 480,000 480,000 480,000
実績 448,831 445,100

R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９
関
係

36 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 30 30 30 30 30 30 30
実績 21 26

37 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

検討 開始 実施 実施 評価
目標 1 1 1 1
実績 0 2

38 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

評価 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 1 1 1 1 1 1 1
実績 1 1

備　　考
R4年度は読み聞かせ
ボランティア２団体が愛
知県の表彰規定に達し
たため、推薦を行いま
した。

企画展示などで紹介した
図書が、実際に子どもた
ちに借りられることを目指
して指標を設定します。

共
通
指
標

効果 市の図書館児童利用者数（人）

効果 市の図書館児童図書貸出数（冊）

取組名 内容

中央図書館エントラ
ンス等での児童図書
等の特別企画展示
の開催

子どもたちが読書に興味を持つきっかけ
づくりに、日本絵本賞をはじめとする、前
年度の児童図書に関する各種受賞作品
や、市民団体の手作り絵本、子どもたち
の興味をひく仕掛け絵本などを展示す
る。

備　　考
ティーンズ向けの展示
も始めました。

指
標
活動 企画展示開催回数（回）

指
標
活動 表彰又は推薦の対象数（件）

長年活躍されている
読み聞かせボラン
ティアや子ども読書
に関連した優れた活
動団体の表彰等の
奨励

子ども読書活動の推進に貢献している
ボランティアや団体の活動を奨励するた
め、文部科学大臣表彰の対象として推
薦したり、市図書館独自の表彰を行うな
どし、さらなる子ども読書活動の推進を
図る。

集中取組期間

児童・生徒に優良な
本に関する情報を提
供するため、各年齢
層別の「おすすめの
本紹介リーフレット」
等を作成、配布

市の図書館司書やボランティア、保護
者、大学生などが児童・生徒にすすめる
本や、高校生から小・中学生、児童・生
徒同士が互いにすすめ合う本などをリー
フレットや冊子にまとめ、市の図書館な
どで配布する。

備　　考
現在、「うち読のおすす
め本」や「子どもの日読
書展」などで期間を区
切ったリーフレットの配
布も実施しています
が、本取組の対象は通
年での実施です。

指
標
活動

おすすめ本リーフレット発行数
（回）



【基本目標３】　子どもが読書に親しむ機会を提供できる連携・協力体制の整備
■施策７　家庭、地域、学校等相互の連携・協力の推進

R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９
関
係

39 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課○子育て支援課

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500
実績 884 1,614

40 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

改善 見直し 改善 見直し 改善 見直し 改善
目標 15 15 15 15 15 15 15
実績 12 13

41 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 25 25 25 25 25 25 25
実績 13 18

42 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課●学校教育課

評価 見直し 継続 継続 継続 継続 継続
目標 1 1 1 1 1 1 1
実績 1 1

43 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課●学校教育課

評価 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 5 5 5 5 5 5 5
実績 4 6

44 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 1 1 1 1 1 1 1
実績 2 2
目標 20 20 20 20 20 20 20
実績 8 20

45 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

評価 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 1 1 1 1 1 1 1
実績 0 0

取組名 内容

児童館・児童クラブ・
公民館・市民館等へ
の団体貸出・読み聞
かせの実施

子どもの身近な場所における読書環境
を整備するため、学校以外の子どもが多
く集まる施設に図書の貸出を行い、出来
るだけ市内の多くの場所で読書ができる
ようにする。

備　　考
新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、可
能な範囲で実施してい
ます。

指
標
活動 読み聞かせ参加人数（人）

図書館等利用案内
の作成・配布

子ども向けの図書館利用案内を作成
し、新着本や推薦図書の紹介、イベント
の開催などの情報を保育園や学校へ配
布するとともに、市図書館ホームページ
に掲載する。

備　　考
毎月１回に加え、７月に
ティーンズだよりを発行
しました。

指
標
活動

子ども向け図書館だより発行回数
（回）

中学校・高校・教職
員・企業の社員等の
職場体験学習（実
習）の実施

図書館司書の業務と、公共図書館運営
への理解と関心をもってもらうために、中
学生、高校生、教職員又は企業の社員
を対象とした体験学習の受け入れを実
施する。

備　　考
生徒だけでなく、学校
の教職員や企業などの
社員からも職場体験研
修の希望があれば受け
入れています。

指
標
活動 職場体験参加人数（人）

学校と市図書館の図
書ボランティア及び
読み聞かせボラン
ティアの交流、連携

各学校と中央図書館等の図書ボラン
ティアや読み聞かせボランティアの交流
や連携を行い、ノウハウの共有や相互の
スキルアップを図る。

備　　考
学校図書ボランティア
宛てに、図書館で開催
されるブックトークなど
に参加して交流を図っ
てもらえるような案内を
通知しています。

指
標
活動

交流、連携方法の検討会議開催
回数（回）

市の図書館に各学
校の児童・生徒を貸
切バス等で招き、本
の借り方などを学べ
る図書館体験会を開
催

中央図書館や各分館の近くの学校で
は、徒歩による図書館見学会を行ってい
るが、遠くの学校にも、プラネタリウム見
学などと合わせ市の図書館が貸切バス
を用意して児童・生徒を招くとともに、見
学だけでなく本の探し方や借り方を学べ
る図書館体験会を開催する。

備　　考
小学４年生のプラネタリ
ウム見学の機会を利用
し、図書館活用方法な
どを学ぶ図書館体験会
を実施しています。指

標
活動 実施学校数（校）

特別支援学校等との
連携

障害のある子どもを含む全ての子ども
が、読書に親しみ、読書好きになるため
のきっかけづくりとして、市内外の特別
支援学校等と連携を図り、できるだけ多
くの子どもたちに図書館サービスを体験
してもらう。

備　　考
特別支援学校や特別
支援学級の生徒が図
書館見学会に参加して
くれています。

指
標

活動 連携実施校数（校）

活動 参加児童・生徒数（人）

地域の文庫活動の
活発化

子どもたちの周りに常に本がある環境を
つくるため、市内の地域文庫活動を掘り
起し、市図書館ホームページなどで周
知を図り、地域文庫活動を活発にする。

備　　考
市内の地域文庫の情
報を積極的に入手して
いきます。

指
標
活動 地域文庫紹介件数（件）



（基本目標３）

■施策８　図書館間等の連携・協力の推進

R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９
関
係

46 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 2 2 2 2 2 2 2
実績 4 4

47 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課●学校教育課

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
目標 1 1 1 1 1 1 1
実績 2 1

48 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課

調整 開始 実施 実施 評価
目標 1 1 1
実績 － 2
目標 2 2 2
実績 － 1

49 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課●学校教育課

検討 開始 実施 実施 評価 継続
目標 － 1 1 1

実績 －

（基本目標３）

■施策９　子ども読書活動推進体制の整備

R3 R4 R5 R6 R７ R８ Ｒ９
関
係

50 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館
●学校教育課●学校教育課

実施
目標 1
実績

51 前年 ★ １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ●中央図書館

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施
目標 4 4 4 4 4 4 4
実績 4 4

集中取組期間

取組名 内容

活動
中央図書館での学校取組紹介数
（校）

集中取組期間

中央図書館から学校
への団体貸出のセッ
ト内容を見直す協議
の場の設置

第一次計画に基づき継続中の、中央図
書館から各学校への団体貸出用の図書
セットについて、教科書の更新等に伴う
内容変更に対応するため、中央図書館
司書と学校の主任会との協議の場を設
ける。

備　　考
今後も、学校巡回司書と
も意見交換を行い、貸出
セットの内容を見直し、
セットの追加、セット内容
の要望などのアンケートを
実施を継続します。

指
標
活動

団体セット内容見直し協議の開催
数（回）

取組名 内容

小・中学校等への図
書館出前講座の開
催

児童・生徒への図書館への興味を促す
ため、希望する学校へ出向き、司書業
務や図書館についての出前講座を行
う。

備　　考
5月の図書主任会で説明
ができるように、出前講座
の実施方法等について、
検討をしました。

指
標
活動 出前講座実施回数（回）

市の図書館司書と司
書教諭、巡回司書、
との連携、適正配置
計画等を含む情報
交換

学校巡回司書ミーティングや図書主任
会などの場を利用して、中央図書館の
司書と学校の司書教諭、巡回司書が、
子どもの読書活動の推進に関する情報
交換や新着本、推薦図書などの情報提
供などを行う。

備　　考
市の司書教諭や巡回
司書との情報交換を随
時実施。市内高等学校
の司書とも情報交換の
場を持ち、連携を図っ
ています。

指
標
活動 情報交換等実施回数（回）

各学校のさまざまな
活動や取り組みを
「学校とのコラボ展
示」という形で図書館
に展示

学校の取組紹介という学校が主体のも
のから「学校とのコラボ展示」と学校との
協働をすすめる。

備　　考
市内小学校・中学校に
各１回ずつ、講座や
ティーンズだよりを配布
しました。また、各中学
校でのマイブックプロ
ジェクトの取り組みを紹
介し、展示しました。

指
標

活動
学校での中央図書館イベント紹
介（回）

子ども読書に関する
アンケートの実施

実施計画の取組の効果等を測定するた
め、当面の間、５年に１回の頻度で、市
内の小・中学校及び高校から数校ずつ
を選び「子ども読書活動に関するアン
ケート」を実施するとともに、保育園児や
小学生の保護者についても同様のアン
ケートを行う。

備　　考
令和２年１２月に実施し
た子ども読書活動に関
するアンケートをもと
に、今後の目標指標や
取り組みの参考としま
す。

指
標
活動 アンケート実施回数（回）

実施計画の進捗管
理

向こう５年度のローリング方式により、こ
の実施計画に掲載の各取組について、
毎年、前年度の進捗状況を評価するとと
もに、必要に応じて計画を見直し、各取
組の実効性を高める。

備　　考
取り組みの実施に合わ
せ、随時進捗管理を四半
期ごとに行い、取りまとめ
るとともに、職員内での情
報共有としました。また、
令和４年度以降の見直し
を実施しました。資

料
活動 進捗管理の実施回数（回）

前回実施R2


